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１．対策の基本的考え方
廃棄物層内部に硫化水素ガスの発生原因物質が多く含まれている部分が確認されるとともに、原
因の一つである雨水が浸透しており、今後も継続して硫化水素ガス等の発生が予想されるほか、法
面崩壊によるガスの流出が懸念されることから、周辺地域の安全安心を確保するため、将来にわたっ
て周辺への影響を及ぼさないような恒久対策を実施する必要がある。
【第1段階】
• 現段階において、高濃度の硫化水素ガス等が発生していることから、恒久対策の実施に向け、
硫化水素ガスの発生を抑制する。

【第2段階】
• 恒久対策として掘削、覆土、整形等を実施し、雨水の浸透、廃棄物の飛散流出、硫化水素ガス
の発生等を防止する。

２．対策方針
ガスの回収処理に着手したことにより、周辺環境への影響はみられないが、将来にわたって周辺環
境への影響を防止し、周辺地域の安全安心を確保するため、硫化水素ガス等の発生を抑制する措置
を講じる。

３．対策目標
① 恒久対策に向け、硫化水素ガス等の発生を抑制する。
② 掘削整形や雨水浸透防止対策等を行い、硫化水素ガスの発生を抑制し、将来にわたって
敷地境界での硫化水素の基準を満足するとともに、メ タンガスによる火災等の発生を防止する。

なお、地下水等では一部環境基準を超過する物質があり、これらの物質のリスクを評価し、対応を

検討する。

Ⅰ 第1回技術検討専門委員会で審議した内容の確認
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４．第1回委員会での主な意見

第1回委員会における指摘事項 対応方針

対
策
工

(1) 硫化水素ガスの発生抑制対策として
は、今回比較検討を行った4つの技術
が主な工法であると考えられる。
・ドライフォグ、薬液注入、
スメルウェル、バイオプースター

硫化水素ガスの発生抑制対策工法の検
討
⇒前回提案の4案の詳細な情報を追加し、
対策工法を選定する。

水
質

(2) 当該事案の周辺の水質への影響を
確認するため、現場及び周辺の河川
等でイオン分析を実施してはどうか。

周辺水質への影響確認
⇒イオン分析を行い、廃棄物由来の地下
水影響範囲を検討する。

リ
ス
ク
評
価

(3) 水質に係るリスク評価については、環
境基準を超過している物質の原因が
何であるか、環境基準との比較、生
活環境保全上の観点から検討してい
く必要がある。

リスク評価の検討
⇒原因や環境基準との比較、生活環境保
全上の観点からリスク評価を行う。
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緊急の行政代執行

補完的調査

対策方針の策定

対策目標の策定

ガス対策工法の決定

モニタリング計画の作成

ガス対策工事の実施

ガス対策工事の完了

恒久対策工法の決定

施工計画の作成

恒久対策工事の実施

将来にわたって周辺環境への影響を防止し、周辺地域の安全安心を確保するため、硫化水素ガ
ス等の発生を抑制する措置を講じる。

目標１：恒久対策に向け、硫化水素ガス等の発生を抑制する（第1段階：ガス対策工）
目標２：将来にわたって敷地境界での硫化水素の基準を満足するとともに、メタンによる火災等の発生を

防止する（第2段階：恒久対策）

第1段階

第2段階

【第2回技術検討専門委員会の協議事項 H23.11.17】

【第3回技術検討専門委員会】

【第４回以降技術検討専門委員会～】

【第1回技術検討専門委員会の協議事項 H23.9.9】

技術的・経済的に合理的で効果の高い対策工法の選定

①対策範囲の設定

②対策工法の選定

③対策工事の施工計画の検討

恒久対策工事の完了

モニタリング

措置命令 廃棄物層内部に設置した井戸から硫化水素ガスやメタンガスが発生していることを確認
→周辺への悪臭の漏洩や火災発生のおそれがあり、緊急的に対策が必要と判断

硫化水素濃度は、最大32,000ppm→1,000ppm程度に低減したが、未だ高濃度を維持している。

廃棄物層内に硫化水素ガス等の原因物質（有機物等）が多く含まれている部分がある。

５．対策の進め方
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６．現状における課題の整理
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